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１．概要（Summary） 

 金膜を表面に有するシリコンウエハを用いたテラヘ

ルツ波帯(100 GHz-1 THz)高効率導波管型平面アンテ

ナにおいて，スパッタで金膜を形成したシリコンウェ

ハを用いてアンテナおよび共振器を製作し特性を評

価した。シリコンウェハの接合の技術代行を依頼

した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

紫外線ナノインプリントボンドアライメント装置，基板接

合装置 

【実験方法】 

 接合は温度 300度，加重 9 kN，気圧 5x104 mBar

で 1枚ずつ行った。 

 下記の Fig. 1に接合後のアンテナ写真を示す。 

 

 

Fig.1 Pictures of the antenna after bonding. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 接合後、剥がれ、浮きの発生は全く認められなかっ

た。アライメントマークは鮮明に見える。ズレ量は、

±2μｍ以下とみられる。 

 4つ試作した共振器のうち3つで共振特性が得られた。

最も Q値が高いもので 641であった。 

 4 つ試作したアンテナのうち 2 つでは，３３０GHz~360 

GHz の範囲において反射が-10 dB となった。実現利得

に関しては，計算値よりも高い値が得られたため，測定法

の見直しを現在行っている。 
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